
様式第５号 

 

令和 ７ 年度 学校関係者評価実施用紙（まとめ用） 

 

学校番号 １５ 学 校 名 静岡県立東部特別支援学校 記 載 者 池上 千穂 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

(1) 〈守る〉安全で安心な教育環境 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

安全な学校環境の整備 

命を守る緊急時

対応力の向上 

・安心して学校生活を
送ることができた
と答える児童生徒
100％ 

・適切な判断と行動で
安全に支援するこ
とができたと答え
る教職員 100％ 

Ａ Ａ７ 

近隣で犯罪者逃走事案が発生した

際には、保護者へ速やかに情報提

供を行い、安全面に配慮した適切

な対応をしていた。 

先生方の異動などもあると思いま

すので、繰り返し行うことが重要

と思います。 

特に要医ケアの児童・生徒への対

応は個別性が高いこともあり、非

常時は一般マニュアルと個別計画

（各家庭との連携方法含む）で備

えをより手厚くしてほしい。特に

学校でできることとできないこと

を明確にし、家庭の理解と具体的

協力を得やすくしていくと良いと

思います。 

訓練や講習会など計画通り実施で

きているのは良いことだが、マン

ネリ化しないように違う視点から

もできるように方法を考えて見る

ことも良いのかもしれない。 

難しいとは思いますが、児童生徒

100％については、対象は全校とと

らえて良いのか、この表現（内容）

の目標で良いのか。 

児童生徒の母数は何人か。 

「支援することができた」という

目標への評価に情報共有や、対策

の検討は書いてあるが、実際の場

面はどうだったのか。 

 

人権を尊重する教育 

こどもの人権を 
尊重した教育の 
推進 

・安心できる学校生活
の中で、友達や教師
と関わったり自分
や仲間の良さに気
付いたりすること
ができたと答える
児童生徒 90％以上 

Ａ 
Ａ６ 

Ｂ１ 

児童生徒が自分の思いを表現しや

すいよう、教職員の関わりが工夫

されていると感じる。 

クラス替えなどがない場合は、一

層他人を認めるという思いや行動

が大切だと思います。 

重い障害のあるこどもの教育を受
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ける権利についてどのように考え

ているのか？ 県教委のガイドラ

インには学校ごとの判断ができな

い内容もあると感じる。学校側と

県の意図するものを保護者や関係

者に伝えて行ける場があると良い

と思います。 

反省点や改善点を来年度の人権ミ

ーティングでも踏まえてより良く

児童生徒と関わってほしい。 

成果目標に教師の自己評価もある

と、より取組目標の「教育の推進」

の評価が充実する「人権」とは何

でしょうか。 

 

（2）〈育む〉確かな学力や豊かな心と生きる力 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

学び・授業の充実、専門性をいかした肢体不自由教育の向上 

自分らしく生き
ていくための学
びや経験を促す
系統的・段階的な
教育の充実 
 

・自分の将来の生活や
夢について考えた
り、進路について知
ったりすることが
で き た 児 童 生 徒
90％以上 

Ａ Ａ７ 

現在も十分対応いただいています

が、特性に合った事業所選択に繋

げるため、キャリア学習会で扱っ

た内容を参考に、それぞれの事業

所がどのような特性の方が利用し

ているのか情報共有をしていただ

けるとありがたい。保護者の不安

軽減のため、事業所見学の詳しい

流れについて早い段階で教えてい

ただけると助かる。事業所見学の

回数をもう少し増やしていただけ

るとより納得のいく選択に繋がる

と感じる。 

いろいろな経験や機会をできる限

り増やした方が選択肢が広がり夢

が増えると思います。 

卒業生の活躍など、卒業後の生活

をどのように送っているか、知る

機会をもっと多くもてるように、

例えば福祉サービスや（就職した

方）企業、地域など紹介する場が

増やせると良いと思います。 

生徒や生徒と関わる先生方の様子

を見ていて、充実した教育ができ

ていることを感じます。 

引き続きの情報収集などを行い、

正確なその子に合ったものが提供

できたら良い。 

成果目標について、具体的なもの

があるともっと分かりやすい。 
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専門性をいかし
た授業の充実 

 
・個別の指導計画を授
業に活用できたと
答える教員 100% 

・「できた」「分かった」
など、喜びのある学
びがあったと答え
る児童生徒 90％以
上 

・児童生徒の実態に合
った目標や活動内
容、支援を設定する
ことができた教員
80％以上 

・体育や音楽、図工美
術の授業に楽しく
取り組むことがで
きた児童生徒 90％
以上 

・ICT 活用を１回以上
行ったと答える教
員 95% 

Ａ Ａ７ 

自由参観の日以外にこどもの活動

の様子を知りたいときは、保護者

が自由に見学することは可能なの

かまた、その際は事前に連絡をし

た方が良いのか。中学部、高等部

では、こどもの自立を促す観点か

ら見学は控えた方が良いかなど学

校としての考え方や方針があれば

教えてください。 

生徒の実態に合った成功体験は困

難克服の喜びがあり、有意義なこ

とだと思います。 

肢体不自由であってもできること

はたくさんあり、その可能性を見

付けていくことは大切です。AI技

術の進化など今の時代に合ったス

キルを身に付けたり、その方の健

康を守るルールになったり効率且

つ効果的に活用してほしいです。 

従来行事の体育祭等の継続や生成

AIの専門的授業など現代らしさ

も取り入れてより可能性を引き出

していけると良いと思います。 

児童・教職員ともに 100％達成で

きているのは素晴らしいことだと

思う。来年度もそうなるように頑

張ってほしいところだと思う。ICT

活用も日々進化していくことなの

で、外部の研修会などに参加して

いただき、役立てていただきたい。 

肢体不自由教育の専門性とは？教

えることも大事だが、学ぶ子の身

体や配慮などのことはどうでしょ

うか。そういうことが指導の中に

含まれているか知りたい。座って

やる授業が多いですが、床に座っ

たり横になってやることも手足の

可動域などの工夫に繋がるのでや

ってみてほしいです。車椅子に座

っているのは結構大変です。（ひと

り一人の身体を知らないとできま

せんが、Dr、PT、OT、保護者など

に確認ができるならやってほしい

です。） 
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（3）〈つなぐ〉児童生徒の学びと生活を支える連携 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

地域に根ざし、共生社会を構築する取組の推進・センター的機能の充実 

児童生徒の学び 
と生活を支える 
連携の充実 

・ ケース会議、校内支
援委員会、幼児教
室、見学会等を実施
したことにより関
係機関との連携が
深まり、児童生徒の
学びと生活が支え
られたと感じる保
護者、教員 80％以上 

Ａ 
Ａ６ 

Ｂ１ 

地域の様々な行事に参加可能な場

合は、積極的に関わっていきたい。 

事業所職員を対象とした学校見学

会では、日々の活動の様子だけで

なく児童生徒との関わり方につい

ても、十分に伝えられたと感じる。

また、事業所職員が自身の関わっ

ている児童生徒を見付けて、温か

い表情で見守る姿からは、双方の

間に築かれている良好な関係性が

うかがえたのではないかと思う。 

関係機関との連携を深めることは

支援面で必要だと思います。 

元々関係のある機関や個別ケース

を通じての関わりは深化したと思

います。しかし、重心や医ケアの

対象者は母数も少なく、福祉支援

者側も経験不足もあるため、更な

る交流や連携する機会づくりを期

待します。 

ケース会議や学校見学等を積極的

に実施していただき、連携が深ま

っていると思います。 

今後より良い学校生活ができるよ

うに関係機関との連携をお願いし

ます。 

施設見学などの学校（教員）が外

に出ていくことは大事です。（社会

や制度を知るために）実施してい

るので会議ではないが、やってい

ることとして入れると良いと思い

ます。 

 

(4)〈高める〉教職員が互いに支えあう職場 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

教職員の資質向上 

学び続ける教職

員 
・授業や行事を参観

し、「参考になった」

と答える教職員 80% 

 

 

Ａ Ａ７ 

教育研修だけでなく教職員同士が

交流することで多様な学びや気づ

きが得られていると感じる。 

情報共有の面で授業・行事参加は

良いことだと思います。参加でき

なかった方へ録画の提供も良いと

思います。 

人事異動があり、教員個々の経験
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や福祉支援者との関係性も深まっ

てきており、その維持・継続がで

きると良いと思います。また、学

校公開もあり、情報開示や繋がり

やすさの点では高評です。 

時間的に難しいこともあると思う

が、他学年、他学部の参観を頑張

ってクラスに生かしてほしい。 

ぜひ身体のこと（自立活動）を丁

寧にやってほしいです。成果目標

については、いつも同じ気がする

ので視点を変えた目標も考えても

良いのではないか。 

 

業務改善の推進 

働きやすい職場 
環境の構築 

・事務職員が校務運営

に参画して「教員の

業務負担が軽減に繋

がった」と答える教

員 80％以上 

Ａ Ａ７ 

学校ホームページで、日常の授業

や行事の様子が毎日発信されてお

り、保護者としてこどもたちの活

動がよく分かり安心感につながっ

ている。日々の授業において困り

ごとが生じた際、教職員の方々が

無理なく相談できる環境について

今後も継続した整備を期待してい

る。 

できる方が仕事を抱え込むのでは

なく分担し、スピーデ良いに処理

できれば良いと思います。 

働く教員へのフォロー体制ができ

ていることで児童生徒に向き合う

時間が増えて有難いと思います。 

ホームページ更新は、卒業生や地

域の方々、事業所等、全国の人々

にも知ってもらうことになる。よ

り良い働き方ができますように。 

事務職のことを教員も理解し、協

力していく姿勢を。経費などの無

駄を考えたりするだけでも違うの

で、事務からの課題提示なども取

り入れて良いのではないか。例：

今、予算の動きが大まかにこんな

感じです。改善できそうなことを

出して（現場で考えて）取り組ん

でくださいなど 

 

（５）その他（全般に、感想等） 

全てのアンケート結果の数値が高いので成果が有り、関係者の皆さんは十分満足されていて良か

ったと思いますが全ての項目、全ての関係者が良いということで逆に違和感も有りました。 

目標を少し高くし教職員の中では70％程度の項目が有っても良いのではという思いです。（決して

達成できない計画を立てるということではございません） 

成果目標が満足度で記載されておりますが、達成状況に記載されている内容、回数、スケジュール
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も記載していただき実際にスケジュール通りにできたかという見方も評価という面では必要かと

思いました。評価Ａ～Ｄの基準に数値が記載されておりませんので数値を併記していただくと分か

りやすいと思います。 

 

 学校は同じでもこどもたちは日々成長し、心身ともに変化します。また、時代は IT など先進的

なものが次々教育に入ってきます。その中で、一番大切なのはこどもが中心にあり、学校全体が何

を大切にして 1つずつ取り組んでいくかだと思います。先進的なことも活用次第です。足元の専門

性がしっかりしていないと害になることもあります。自己評価で様々なことに取り組まれているこ

とは分かりますので、それによりこどもたちがどう育っているのか、本当にこれで良いのかを常に

考えていただければと思います。特に身体のことは大事なことなので、よろしくお願いします。 

 

 ホームページの改善良かったです。拝見しました。写真が多く説明も丁寧にされて充実していま

した。先生方の「夏休み何してる？」も良いと思います。発信は大事ですね。今後も期待していま

す。 


